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生活排水の原単位と各種浄化槽による排出負荷 
 

 

１ はじめに 
河川，湖沼，海域の水質保全対策においては，

まずその基礎データを得るため，各種汚濁負荷原

単位を利用した流入汚濁負荷量の算定が行われ

る。千葉県においても印旛沼・手賀沼湖沼水質保

全計画や東京湾富栄養化対策指導指針の策定等に

おいて原単位を用いた流入汚濁負荷量の算定を実

施している。  
 生活排水に係る発生負荷原単位および各処理法

による排出率は年代，地域によって違いが出るも

のであり，それらを使用する地域においてその値

を検証することが望ましい。  
また，環境省提案による合併処理浄化槽の区分

は一戸建て住宅用 10 人槽以下合併処理浄化槽と

集合住宅用の 200 人槽規模のものとが区別されて

いないため，より実態に則した負荷解析や政策に

よる効果の推定等のためにはこれを区別した排出

率（排出負荷量）の提示が必要と考えられる。  
 当センターでは種々の文献を整理し汚濁負荷解

析のための生活排水原単位調査を実施し１），使用

する年代におけるほぼ妥当な生活排水発生負荷原

単位を算定してきた。また，種々の浄化槽につい

て排水水質の調査を実施し，排出率を算定するこ

とにより環境省等より提案されている排出率の検

証，補完を行っているので，これらの結果につい

て報告する。なお，この報告は「用水と廃水」Vo

l.48,No.5,p.64～70(2006)に掲載されたものの概

要を筆者がとりまとめたものである。  
 
２ 生活排水量原単位  

表１に藤本１），浮田ら２），河村３）による生活排

水量原単位の算定値を示す。また，過去約 20 年以

内に実施された生活排水量に関する調査結果４）～８）

を表２に示す。  
  表１よりも時代の新しい表２の調査結果による生

活排水量の値が 250L 以上と高くなっている。しか

しさらに最近は千葉県水政課調べによると 1995 年

度に 249L であった 1 人 1 日当たり水使用量が ,200
3 年度は 242L となるなど９）頭打ちの傾向がみられ

る。  
   また，1996 年の浄化槽構造基準 10)では浄化槽の

設計における１人１日汚水量を 200L/人･日とし，う

ち，水洗便所排水量を 50L/人･日  としている。  
 これらのことから  原単位としての使いやすさを

考慮し，2005 年現在の生活排水量原単位として総排

水量 250L/人･日，雑排水量 200Ｌ /人･日，し尿排水

量 50L/人･日を使用することが適当であると考えら

れた｡ 
 

３ 生活排水発生負荷原単位 

生活排水発生負荷原単位の文献値１）～３）を表 3 に示

す。表 3 の値は互いに近い値となっているが，文献

2)の浮田らの T-P の算定値は有リン洗剤を使用した

ケースのデータであるため高くなっている。  
発生負荷原単位については雑排水の調査例 4),6),11)

はあるが（表 4），し尿等のデータが不足していた。

そこで，合併処理浄化槽，単独処理浄化槽の原水濃

度調査例 12)～ 14)から発生負荷原単位の試算を試みた

（表 5）。表 3～5 の原単位の文献値と調査例による

算定値との間に大きな差異はみられなかった。  
  これらの値から，上記調査結果の平均的な数値と

なり，取り扱いが容易な生活排水発生負荷原単位を

提案し，２章で提案した生活排水量原単位，および

これらより算出した各排水の原水濃度と共に表６に

示した。  
表６より，現状の生活排水（全生活排水）の発生

負荷原単位は BOD45g/人・日，COD23g/人・日，T
-N9.0 g/人・日 ,T-P1.0g/人・日と推定され，時代に

よる大きな違いはみられなかったが，最近の原単位

調査データが不足していたため、今後補完していく

ことが望ましい。  
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表1　生活排水量原単位文献値

(L/人・日)

No. 総排水量 雑排水量 し尿排水量 調査年・出典

1 223 179 44 1977～19781)

2 240 176 64 1970～19842)

3 225 185 40 1970～19853)

*文献1),2),3):種々の文献をとりまとめ、提案された推定値

表2　生活排水量原単位文献値（実態調査から算定）

(L/人・日)

No. 総排水量 雑排水量 調査年・出典

1 - 186 1983～19844)

2 267* - 1985(?)5)

3 - 216 1986～19876)

4 280* - 19907)

5 256 - 1994(?)8)

*用水量であるため散水，洗車分（約14ℓ)を含む  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□   

表4　生活雑排水発生負荷量文献値

　　　　（実態調査から算定） （単位:g/人・日）

　生活雑排水 調査年・出典

No. BOD COD T-N T-P

1 28 12 1.4 0.23 1983～19844)

2 16.7 7.3 1.3 0.21 1986～19876)

3 40 12 4.4 0.62 200211)*

*単独処理浄化槽使用家庭排水および単独処理浄化槽処理水

水質（N=4)からの推定値  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□  
 

表3　生活排水発生負荷原単位文献値（種々の文献値から算定）

（単位:g/人・日）

　生活排水 　生活雑排水 　し尿排水

No. BOD COD T-N T-P BOD COD T-N T-P BOD COD T-N T-P 調査年・出典

1 45 23 8.1 0.91 29 13 1.6 0.22 16 10 6.5 0.69 1977～19781)

2 43 24 8.6 1.22 27 15 1.45 0.54 16 9 7.15 0.68 1970～19842)

3 47 22 8.5 1.0 30 13 1.5 0.35 17 9 7.0 0.65 1966～19843)

参考 - 29.3 12 1.17 - 19.2 3.0 0.40 - 10.1 9.0 0.77 環境省案（2002現在）

*文献1),2),3): 種々の文献をとりまとめ、提案された推定値

表5　　浄化槽の原水水質と算定負荷量（調査例）

　　　　　BOD 　　　　　COD            T-N            T-P 調査年・出典

No. 区分
水質
(mg/L)

負荷量
(g/人・日)

水質
(mg/L)

負荷量
(g/人・日)

水質
(mg/L)

負荷量
(g/人・日)

水質
(mg/L)

負荷量
(g/人・日)

1
合併処理浄化槽
（生活排水） 183 45.8 53 13.3 39 9.75 4.0 1.0 198712)

2
合併処理浄化槽
（生活排水） 190 47.5 100 25 37 9.25 3.5 0.88 1988～199013)

3
合併処理浄化槽
（生活排水） 275 68.8 117 29.3 52 13 5.0 1.25 1999～2000*

4
単独処理浄化槽
（し尿） 351 17.8 138 6.9 116 5.8 16 0.8 1984～198511)

*千葉県内合併処理浄化槽流量調整槽平均値（N=２) **負荷量は水質に表6の排水量負荷原単位を乗じて算定

表6　　生活排水発生負荷原単位と原水水質（本調査提案値）

　　　　　BOD 　　　　　COD            T-N            T-P
排水量原単位
（L/人･日）

原単位
(g/人・日)

原水水質
(mg/L)

原単位
(g/人・日)

水質
(mg/L)

原単位
(g/人・日)

水質
(mg/L)

原単位
(g/人・日)

水質
(mg/L)

生活排水 250 45 180 23 92 9.0 36 1.0 4.0

雑排水 200 29 145 13 65 2.0 10 0.3 1.5

し尿 50 16 320 10 200 7.0 140 0.7 14

*生活排水＝雑排水＋し尿  
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４ 浄化槽の排水水質と排出負荷原単位  

 ここでは生活排水の排出負荷量算定に使用するた

めの，規模別の合併処理浄化槽および単独処理浄化

槽の排出負荷原単位・排出率について検討した。  
 
４．１ 10 人槽以下（小型）合併処理浄化槽 

1988 年以降の小型合併処理浄化槽の排水水質調査

結果 13),15)～ 18)を整理し，表７に示した。  
排出率は，表 6 の本調査推定の原水水質を合併処

理浄化槽原水水質とし，これで排水水質を除して算

定した。また，平均値の算出はこれ以後各調査にお

ける調査数による重み付けを行わず，１調査の代表

値を１データとして算術平均値を算出した。  
表 7 より小型合併処理浄化槽の排水水質の平均値

は BOD16mg/L，COD18mg/L，T-N26mg/L，T-P 
3.2mg/L となり，排出率はそれぞれ 8.8％ ,19％ , 72
％ ,84％となった。BOD,COD の排水水質はいずれも

20mg/L を下まわり，合併処理浄化槽が目的とする

処理性能をおおむね満たした排出率となったが，T-
N，T-P の排出率は BOD,COD に比較して高かった。 

表 7 の調査例では高度処理型合併処理浄化槽はほ

とんど含まれておらず，T-N，T-P の排出率が高か

ったと考えられるが，窒素除去型小型合併処理浄化

槽処理水濃度平均値は BOD10mg/L ，COD14 mg/
L，T-N12mg/L，T-P2.9mg/L 程度であり従来型より

も BOD,T-N が低く，りん除去型であればさらに T-
P も１mg/L 以下に低下すると考えられる。高度処理

型小型合併処理浄化槽の普及が生活排水の負荷削減

に寄与するものと考えられる。  

 

４．２ 11 人槽以上合併処理浄化槽 

1985 年以後の各種合併処理浄化槽の排水水質調

査結果１９）～ 22)を整理し，表 7 と同じく排出率を算

定し，表 8 に示した。  
それぞれの規模ごとの調査数は 1～3 と少ないが，

その規模ごとの水質の分布幅は比較的小さかった。 
200 人槽以下の合併処理浄化槽処理水の平均値は B
OD11mg/L ，COD15mg/L，T-N18mg/L，T-P 2.3
mg/L と小型合併処理浄化槽排水水質平均値よりも

いずれの項目も低く，201～500 人槽で BOD3.6mg/

L ，COD12mg/L，T-N16mg/L，T-P2.3mg/L，とさ

らに下がり，規模が大きくなるごとに排水水質平均

値が低くなる傾向がみられた（図１）。湖沼水質保

全計画などでは小型合併処理浄化槽と 200 人槽規模

の浄化槽の水質の区別をつけていないが，浄化槽の

規模を分けて排出負荷を算出することでより精度の

高い負荷解析が可能となると考えられる。  

 

４．３ 単独処理浄化槽 

1984 年以後の各種単独処理浄化槽の排水水質調

査結果 14),23)～ 25)を整理し，表 9 に示した。排出率は

表 6 の本調査推定のし尿の原水水質を単独処理浄化

槽原水水質とし，これで排水水質を除し算定した。  
単独処理浄化槽の 20 人槽以下規模の排水水質の

平均値は BOD66mg/L，COD58mg/L，T-N102mg/
L，T-P14mg/L と合併処理浄化槽と比較してかなり

高い値となっている。また，合併処理浄化槽と異な

り，規模による処理水水質の違いが見られず，21～
  200 人槽から 501 人槽以上と大きくなっても処理

水水質は 20 人槽以下規模とほぼ同様であった。  

 
４．４ 各種浄化槽の排水水質と排出率 

以上のことから現状においてほぼ妥当な各種浄化

槽排水水質と排出率をとりまとめ，負荷解析に利用

可能な提案値として表 10 に示した。  
 合併処理浄化槽は規模ごとに排水水質，排出率が

異なるが，単独処理浄化槽は調査例数も少なく，規

模による値の違いが小さいため，同一の排水水質と

排出率とした。  
これらの値は現状における生活排水排出負荷量算定

に使用することが可能であると考えられるが、各地

域において，さらに新しいデータを集積していくこ

とが重要である。  

 

５ まとめ 

種々の文献値から，水質汚濁負荷解析に利用するた

めの，より精度の高い生活排水負荷原単位および浄

化槽排出率等を算出し，検討を行った。  
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表7　　合併処理浄化槽（10人以下)の排水水質と排出率（調査例）

　　　　　BOD 　　　　　COD            T-N            T-P N 調査年・出典

No.
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％) 調査数

1 17 9.4 21 23 37 103 4.4 110 15 1988～199015)

2 12 6.4 22 22 19 53 3.2 91 2 1988～199013)

3 11 6.1 11 12 28 78 3 75 12     -    8)

4 21 12 17 18 20 56 2.3 58 40 1994～199516)

5 13.7 7.6 - - - - - - 2553 1989～199417）

6 20.5 11 - - - - - - 7362 1999～200018)

平均 16 8.8 18 19 26 72 3.2 84

*NO.3のみ原著者算定の排出率、その他の排出率は排水水質を表6の生活排水原水水質で除した算定値  

表8　　合併処理浄化槽（10人以上)の排水水質と排出率（調査例）

　　　　　BOD 　　　　　COD            T-N            T-P N 調査年・出典

No. 区分
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％) 調査数

1 200人以下 13 7.2 17 18 18 50 2.6 65 11 198319)

2 200人以下 9.4 5.2 12 13 17 47 2.0 50 10 200020)

1,2平均値 11 6.1 15 16 18 50 2.3 58

3 201～500人 2.8 1.6 9.7 11 15 42 2.5 63 12 198319)

4 201～500人 5.2 2.8 12 13 14 39 1.9 48 5 199921)

5 201～500人 2.8 1.6 15 16 19 53 2.6 65 14 199822)**

3～5平均値 3.6 1.9 12 13 16 44 2.3 58

6 501人以上 3.5 1.9 11 12 12 33 2.0 50 24 199822)**

*排出率は表6の生活排水発生負荷原単位による算定値

**平成10年度事業場立入検査結果（千葉県）より算定

表９　　単独処理浄化槽の排水水質と排出率（調査例）

　　　　　BOD 　　　　　COD            T-N            T-P N 調査年・出典

No. 区分
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％) 調査数

1 5～7人 60 19 63 32 98 70 16 114 70 1984～198514)

2 20人以下 59 18 66 33 131 94 15 107 9 1995 23)

3 5～15人 79 25 45 23 78 56 11 79 19 2000～200124)

1～3平均値 66 21 58 29 102 73 14 100

4 21～200人 52 16 65 33 99 71 10.9 78 22 199523)

5 201～500人 56 18 57 29 102 73 10.4 74 6 198425)

6 501人以上 77 24 75 38 107 76 11.9 85 24 198425)

＊排出率は表6の生活排水発生負荷原単位による算定値

表10　　各種浄化槽の排水水質と排出率（本調査提案値）

　　　　　BOD 　　　　　COD            T-N            T-P

区分
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)
水質

(mg/L)
排出率

(％)

合併処理　　 10人以下 16 8.8 18 19 26 72 3.2 84

浄化槽 11～200人 11 6.1 15 16 18 50 2.3 58

20１～500人 3.6 2.0 12 13 16 44 2.3 58

501人以上 3.5 1.9 11 12 12 33 2.0 50

単独処理 20人以下 63 20 64 32 100 71 12 86

浄化槽 ～501人以上
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1) 生活排水量は時代によって変化があり，最近では

若干低下する傾向があるが，現状の生活排水量原単

位は，総排水量 250L/人･日，雑排水量 200L/人･日，

し尿排水量 50L/人･日と推定された。  
2) 生活排水発生負荷原単位は，全生活排水で BOD 
45g/人・日，COD23g/人・日，T-N9.0g/人・日 ,T-P 
1.0g/人・日と推定されたが，最近の調査例が不足し

ていると考えられる。  
3) 小型合併処理浄化槽はその地区の使用状況（人員

比）によって排水水質が異なる傾向がみられた。  
4) 現状の合併処理浄化槽は，BOD，COD について

は良好な処理性能を示しているが，T-N，T-P は BO
D，COD に比べ低い除去率にとどまっている。  
5) 窒素除去型小型合併処理浄化槽の処理水水質は

BOD，T-N が従来型よりも低く，りん除去型であれ

ば T-P も低下すると考えられ，高度処理型小型合併

処理浄化槽の普及が生活排水の負荷削減に寄与する

ものと考えられる。  
6) 合併処理浄化槽は規模が大きくなるほど排水水

質が低下する傾向がみられたが，単独処理浄化槽は

浄化槽の規模と排水水質の間に関係がみられなかっ

た。  
7) 今後，より精度の高い，生活排水の汚濁負荷解

析を行うためには，各地域でのさらなるデータの集

積，補完が必要とされる。  
 
６ おわりに 

 本調査は平成７年度に当センターで行った原単位

の文献調査 26)の後に，不足していたデータを実態調

査等により補完し，検討し直したものである。今後

さらにデータを蓄積し，時代に合った精度の高い原

単位を求めていく必要があると考えられる。  
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